
  
 

 

 

 

 

 

 

― イノベーションをリードする持続可能な都市づくり ― 

多摩ニュータウン地域再生ガイドライン 

（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30（2018）年●月 

東 京 都 
 

平成 30年 1月 17日 

資料３ 



 

  



 

 

はじめに 

 

多摩ニュータウンは、昭和 46(1971)年に入居が始まり、今や住宅をはじめとし

て業務、商業、教育、文化など多様な施設が立地する多摩地域の複合拠点となり

ました。この間、大量の住宅が供給されるとともに、道路や公園などの都市施設

が計画的に整備されることで、東京の経済的な成長にも大きな役割を果たしてき

ました。しかし、この多摩ニュータウンも、初期入居地区では入居開始から 45

年が経過し、少子高齢化や住宅、施設の老朽化など様々な課題が顕在化してきて

います。 

これまで都は、老朽化した住宅団地の計画的再生を図るため、平成 24(2012)

年 6 月に「多摩ニュータウン等大規模住宅団地再生ガイドライン」を策定し、平

成 25(2013)年 10 月には、分譲住宅団地再生の第一歩として、諏訪二丁目団地の

建替えが竣工し、子育て世代など新たに多くの居住者を迎えました。 

一方で、多摩ニュータウンを広域的な観点から見ると、リニア中央新幹線神奈

川県駅（仮称）の計画や南多摩尾根幹線の整備の進展など、将来のまちづくりに

大きな影響を及ぼす交通インフラ整備の動きが加速しています。 

このガイドラインは、「都市づくりのグランドデザイン」を基に、多摩ニュータ

ウン再生に向けて、2040 年代の目指すべき将来像を再生の担い手となる皆様と

共有するとともに、再生に向けたまちづくりの方針や都の基本的な考え方などを

示すことにより、地元市などによるまちづくりを技術支援していくためのもので

す。 

少子高齢化が急速に進むなかで東京のイノベーションをリードする持続可能な

まちとして多摩ニュータウンの再生を進めるためには、まちづくりに係る市民、

ＮＰＯ、大学、各事業者、企業などと行政が、一体となって協働していくことが

大切です。 

都は、南多摩尾根幹線などの道路・交通ネットワークや都営住宅団地の建替え

など再生の基盤となる施設の整備を進めるとともに、ガイドラインに掲げる再生

の理念の下で、様々な主体との連携を図り、多様な世代が豊かに暮らせる活力あ

るまちの実現に向けて、多摩ニュータウンの再生を推進してまいります。 
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